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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）を含み、
　第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と該第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と機能的に
同じ第２のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）との間でデータ伝送を実施するための第１のイン
ターフェース（ＣＰＲＩ１）と、
　第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と該第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と機能的に
異なる第３のユニット（ＲＥ１，ＲＥ２）との間でデータ伝送を実施するための第２のイ
ンターフェース（ＣＰＲＩ２）とを備えた装置において、
　前記装置は、無線通信システムの基地局の少なくとも１つの構成要素であり、
　前記第１のインターフェースと第２のインターフェース（ＣＰＲＩ１，ＣＰＲＩ２）が
、それぞれ異なるデータタイプの伝送が可能でかつ同じ標準規格に従って指定されるよう
に構成され、さらに、
　前記第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）及び第２のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）は、そ
れぞれ無線信号のベースバンド処理のための装置であることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記標準規格は、時分割多重方式を用いた異なるデータタイプの伝送のために設けられ
ている、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記標準規格は、光学的伝送方式及び／又は電子的伝送方式のために設けられている、
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請求項１又は２記載の装置。
【請求項４】
　前記標準規格は、伝送プロトコルとしてイーサーネットプロトコル及び／又はＨＤＬＣ
プロトコルのために設けられている、請求項１から３いずれか１項記載の装置。
【請求項５】
　前記第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）は、第１のインターフェース（ＣＰＲＩ１）を
介して受信された第２のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）のデータを処理するための手段を有
している、請求項１から４いずれか１項記載の装置。
【請求項６】
　前記第３のユニット（ＲＥ１，ＲＥ２）は、無線信号の送信及び／又は受信のための送
受信装置である、請求項１から５いずれか１項記載の装置。
【請求項７】
　前記第１のインターフェースと第２のインターフェース（ＣＰＲＩ１，ＣＰＲＩ２）は
、ＣＰＲＩ標準規格に従って指定されたインターフェースである、請求項１から６いずれ
か１項記載の装置。
【請求項８】
　少なくとも１つの第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）を含み、
　第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と該第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と機能的に
同じ第２のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）との間でデータが第１のインターフェース（ＣＰ
ＲＩ１）を介して伝送され、
　第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と該第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と機能的に
異なる第３のユニット（ＲＥ１，ＲＥ２）との間でデータが第２のインターフェース（Ｃ
ＰＲＩ２）を介して伝送される装置の作動方法において、
　前記装置は、無線通信システムの基地局の少なくとも１つの構成要素であり、
　前記第１のインターフェースと第２のインターフェース（ＣＰＲＩ１，ＣＰＲＩ２）を
介してそれぞれ多数の異なるデータタイプが伝送され、
　前記第１のインターフェースと第２のインターフェース（ＣＰＲＩ１，ＣＰＲＩ２）は
同じ標準規格に従って指定され、
　前記第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と第２のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）は、それ
ぞれ無線信号のベースバンド処理のための装置であるようにしたことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、第１のユニットと該第１のユニットと機能的に同じ第２のユニットとの間で
データ伝送を実施するための第１のインターフェースと、第１のユニットと該第１のユニ
ットと機能的に異なる第３のユニットとの間でデータ伝送を実施するための第２のインタ
ーフェースとを備えた装置に関している。さらに本発明はそのような装置を作動させるた
めの方法にも関している。
【背景技術】
【０００２】
　インターフェースは、１以上のデバイスにおける２以上のユニット間で接続を形成する
ために用いられており、その場合は１つのインターフェースを介して接続されているユニ
ット間でデータが伝送可能になる。インターフェースは、物理層に関して例えば１本のケ
ーブルないしは線路によって実現可能であり、それらを介して電気的または光学的伝送方
法を用いることでデータの伝送が可能になる。インターフェースは、例えば接続されてい
るユニット間の通信に用いられる伝送方法や伝送プロトコルによって定められる。伝送プ
ロトコルとは、インターフェースを介して接続されている２つのユニット間のデータ交換
のために確立された方法と理解されたい。１つの伝送プロトコルには通信のための定めら
れたデータフォーマットと制御手順を伴う規約が含まれている。例えば伝送プロトコルの
１つのグループに対する一例としてＯＳＩ（Open Systems Interconnection）層モデルに
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従った伝送プロトコルがあげられる。
【０００３】
　例えば１つの標準に従って特定されるインターフェースの構造や規定は、通常はインタ
ーフェースによって接続されているユニットの本質に依存しているため、任意のユニット
を特定のインターフェースを介して接続することは一般に不可能である。
【０００４】
　無線通信システムの基地局においても、適切なインターフェースによって相互に接続さ
れている様々なユニットが存在する。基地局は通常はベースバンド処理のための複数のユ
ニットを含んでおり、このベースバンド処理の装置において加入者局に対するデータない
しは加入者局からのデータが処理されている。さらにベースバンド処理部よって供給され
たベースバンドデータを搬送周波数で変調したり加入者局に送信する送受信ユニットが存
在している。ベースバンド処理のためのユニットと送受信ユニットの間の接続は、例えば
ＣＰＲＩ（"Common Public Radio Interface"）標準に準拠したインターフェースを介し
て実施可能である（現在のCPRI仕様はバージョン1.0 (2003-09-30)であり、このインター
フェース仕様はホームページ"http://www.cpri.info/" から入手できる）。
　サーチレポート付きヨーロッパ公開特許第1 246 484号明細書には、ＵＭＴＳ無線通信
システムの基地局が開示されている。そこでは複数のアナログ信号が複数の高周波ブロッ
クにおいて処理され、複数のデジタル信号は複数のベースバンドブロックにおいて処理さ
れている。この場合複数の高周波ブロックは１つの高周波ボードに統合され、複数のベー
スバンドブロックは１つのベースバンドボードに統合されている。そしてそれぞれ１つの
接続線路が１つの高周波ブロックと１つのベースバンドブロックの間に存在している。複
数のベースバンドブロックの個々の計算ブロックは、高速インターフェースを介して相互
に接続されている。
【０００５】
　特に標準ＵＭＴＳ（universal Mobile Telecommunications System）に対しては、送信
方向において、異なるベースバンド処理装置によって処理され得る多数の加入者局のデー
タをそれぞれの送信ユニットへの伝送前に追加することが必要とされ、あるいは受信方向
において、送受信ユニットによって受信したデータを複数のベースバンド処理装置に分散
することが必要とされる。このことを実現するために基地局においては通常は、ベースバ
ンド処理の部分ステップを実施するユニットが、当該ユニットとは機能的に異なったベー
スバンド処理の別の部分ステップを実施するユニットとスター状に接続される。
【０００６】
　本発明の課題は、例えば無線通信システムの基地局の構成要素であって、第１のユニッ
トがインターフェースを介して第２及び第３のユニットに接続されているようなデバイス
の効果的な実現を提供することである。
【０００７】
　前記課題は、請求項１の特徴部分に記載の装置並びにさらなる独立請求項の特徴部分に
記載された方法によって解決される。
【０００８】
　有利な実施形態および発展形態は従属請求項に記載されている。
【０００９】
　本発明による装置は少なくとも１つのユニットを含んでいる。この装置は、第１のユニ
ットと該第１のユニットと機能的に同じ第２のユニットとの間でデータ伝送を実施するた
めの第１のインターフェースと、第１のユニットと該第１のユニットと機能的に異なる第
３のユニットとの間でデータ伝送を実施するための第２のインターフェースとを備えた装
置に関している。この場合第１及び第２のインターフェースは、次のように構成されてい
る。すなわちそれぞれ複数の異なるデータタイプが伝送可能であり、かつこれらの２つの
インターフェースが同じ標準仕様に従って指定されるように構成されている。
【００１０】
　第２及び／又は第３のユニットは、本発明による装置の構成要素あるいは他の１つ以上
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の装置の構成要素であり得る。第１のユニットと第２のユニットの間の機能的な同一性と
は、これらが必ずしも同じように構成されていなければならないことを意味するのではな
く、それらが相互に対応する課題の解決ないしは相互に類似する課題の解決に用いること
ができることを意味している。また第１のユニットと第２及び第３のユニットの接続の他
に、第１のユニットと該第１のユニットと機能的に同じ若しくは機能的に異なるさらなる
ユニットとのさらなる接続が存在していてもよい。
【００１１】
　本願におけるインターフェースとは、次のような物質的な接続と理解されたい。すなわ
ち第１のユニットと第２ないしは第３のユニットの間のケーブルや線路などのような物質
的接続である。本発明において使用されるインターフェースを介すことによってそれぞれ
多数のデータタイプが伝送可能となる。この場合の異なるデータタイプとは例えばその内
容に関して及び／又はそのソースに関して及び／又はインターフェースを介した伝送の際
の要求、例えば所要のデータレート又は伝送時間に関して異なり得る。また、第１のイン
ターフェースを介して伝送可能なデータタイプが、第２のインターフェースを介して伝送
可能なデータタイプと異なっていることも可能であるし、それらのデータタイプが同じで
あることも可能である。本発明において使用される２つのインターフェースは、標準規格
に従って特定される。この場合インターフェースに関する標準規格とは、例えば物理層に
対する伝送方法、及び／又はさらなる高位層に対する伝送プロトコルを確定するもの、あ
るいは少なくとも選定するものであり得る。
【００１２】
　本発明の別の構成によれば、標準規格が時分割多重方式を用いた異なるデータタイプの
伝送のために設けられる。さらに本発明によれば付加的若しくは代替的に、標準規格が光
学的伝送方式及び／又は電子的伝送方式のために設けられていてもよい。
【００１３】
　本発明の別の有利な構成例によれば、標準規格が伝送プロトコルとしてイーサーネット
プロトコル及び／又はＨＤＬＣ（High Data Link Control）プロトコルのために設けられ
てもよい。またこれらの２つのプロトコルの他にもさらなる別のプロトコルが設けられた
り、選定されてもよい。前記標準規格は１つ以上のプロトコル層でイーサーネットプロト
コル及び／又はＨＤＬＣプロトコルを使用するために設けられていてもよい。
【００１４】
　有利には、第１のユニットと第２のユニットはそれぞれ無線信号のベースバンド処理の
ための装置である。このベースバンド処理は、送信方向において例えば符号化、拡散、ス
クランブリング、ブロッキングを含み得る。受信方向においてはベースバンド処理の枠内
で例えばチャネル推定とそのつどの送信方向の反転操作が実施され得る。
【００１５】
　本発明の有利な実施例によれば、前記第１のユニットが、第１のインターフェースを介
して受信された第２のユニットのデータを処理するための手段を有している。それにより
第１のユニットは、例えば自身のデータと第２のユニットのデータの組み合わせを、それ
らが第２のインターフェースを介して第３のユニットに伝送される前に行うことができる
。
【００１６】
　本発明の別の有利な実施例によれば、前記第３のユニットは、無線信号の送信及び／又
は受信のための送受信装置である。有利には、第３のユニットはこの種の無線信号ないし
はその内容を無線信号のベースバンド処理のための装置の形態で実現され得る第１のユニ
ットから受け取る。相応にまた第３のユニットは、この種の無線信号を無線信号のベース
バンド処理のための装置の形態で実現され得る第１のユニットに伝送することも可能であ
る。この第３のユニットは、無線信号の受信及び／又は送信のためのアンテナを有してい
る。
【００１７】
　有利には、本発明による装置は、無線通信システムの基地局の少なくとも１つの構成要
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素である。
【００１８】
　さらに本発明の別の有利な実施例によれば、第１及び第２のインターフェースはＣＰＲ
Ｉ１標準規格に従って指定されたインターフェースである。このＣＰＲＩ１標準規格とは
現在の有効なバージョンも今後のバージョンアップされたものも全て含めるものであるこ
とを理解されたい。
【００１９】
　少なくとも１つの第１のユニットを含んだ装置の作動方法のもとでは、第１のユニット
と該第１のユニット（ＢＢ１，ＢＢ２）と機能的に同じ第２のユニットとの間でデータが
第１のインターフェースを介して伝送され、第１のユニットと該第１のユニットと機能的
に異なる第３のユニットとの間でデータが第２のインターフェースを介して伝送される。
この場合前記第１のインターフェースと第２のインターフェースを介してそれぞれ多数の
異なるデータタイプが伝送され、さらに前記第１のインターフェースと第２のインターフ
ェースが同じ標準規格に従って指定される。
【００２０】
　本発明による方法に関連して前述した標準規格及び／又は第１のユニット及び／又は第
２のユニット及び／又は第３のユニットに関する前記構成並びに有利な改善例が相応に適
用可能である。
【００２１】
　以下では本発明を実施例に基づき詳細に説明する。この場合、
図１は、本発明による基地局の部分図であり
図２は、従来技術による基地局の部分図である。
【実施例】
【００２２】
　本発明は以下の明細書でＵＭＴＳ無線通信システムの基地局に基づいて詳細に説明され
、ここではＣＰＲＩ（Common Public Radio Interface）方式のインターフェースが用い
られている。但し本発明はこのＣＰＲＩ１方式のインターフェースの適用に限定されるも
のではないので、本発明によればＣＰＲＩ方式のインターフェースの他にも、多数の異な
るデータタイプの伝送が可能なその他の標準化されたインターフェースが基地局やその他
の装置に適用可能である。
【００２３】
　ＣＰＲＩ方式のインターフェースには、物理層での電気的及び／又は光学的伝送方式が
適用できる。ＣＰＲＩ式インターフェースを介した場合、時分割多重方式の適用下で種々
異なるデータタイプが伝送される。ＣＰＲＩ方式のインターフェースの場合、第２層の伝
送プロトコルとして、例えばイーサーネットプロトコル及び／又はＨＤＬＣ（High Data 
Link Control）プロトコルの一部及び／又はプロバイダー指定の伝送プロトコルであって
インターフェース毎に例えばそのつどのインターフェースによって接続される装置に応じ
て異なる伝送プロトコルが使用可能である。このＣＰＲＩ方式のインターフェースは、現
時点で有効な標準バージョンであるＣＰＲＩ仕様Ｖ１.０に基づいて説明するので、ここ
ではその内容が参照され本願の開示に関与している。
【００２４】
　無線通信システムの基地局では、機能的に異なる構成要素がブロックに分けられている
。このようなモジュラー構造は、機能的に異なる構成要素の独立的な階層化を可能にする
ので、通常は異なる機能を有する構成要素の様々な数のブロックが存在する。図２には従
来技術による基地局のそのような分割構造が概略的に示されている。加入者局データのベ
ースバンド処理は２つのタイプのモジュールで行われている。ここではまずモジュールＫ
ＯＮＺが存在しており、このモジュールは例えば３つのモジュールＣＨＣ１，ＣＨＣ２，
ＣＨＣ３（ＣＨＣ；Channel Card）がスター状に接続されている。送信方向においてはモ
ジュールＣＨＣ１，ＣＨＣ２，ＣＨＣ３においてチャネル符号化が実施され、モジュール
ＫＯＮＺにおいては様々な加入者のベースバンド加入者局データの拡散、スクランブリン
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グ、追加が行われている。受信方向においては、モジュールＣＨＣ１，ＣＨＣ２，ＣＨＣ
３においてチャネル推定、復調及び復号化が行われている。
【００２５】
　モジュールＫＯＮＺは、送受信ユニットＲＥに接続されており、この送受信ユニットＲ
ＥにモジュールＫＯＮＺは、モジュールＣＨＣ１，ＣＨＣ２，ＣＨＣ３からの送信すべき
加入者局データを伝送し、あるいは当該送受信ユニットからモジュールＫＯＮＺは加入者
局から送信された加入者局データを受信する。ＵＭＴＳ無線通信システムにおいて異なる
モジュールＣＨＣ１，ＣＨＣ２，ＣＨＣ３によって処理された、複数の加入者局の加入者
局データが１つの無線周波数ないしは１つの無線周波数帯域で送受信ユニットＲＥを介し
て送信されると、モジュールＫＯＮＺでは、異なるモジュールＣＨＣ１，ＣＨＣ２，ＣＨ
Ｃ３から受信されたこれらの加入者局データの追加が行われる。同じような形式でモジュ
ールＫＯＮＺは、送受信ユニットＲＥによって受信された加入者局データを全てのモジュ
ールＣＨＣ１，ＣＨＣ２，ＣＨＣ３に分配し、これらのモジュールではそれぞれの周波数
の加入者局データのベースバンド処理が実施される。機能的に同じモジュールＣＨＣ１，
ＣＨＣ２，ＣＨＣ３間の接続は存在していない。
【００２６】
　図１には本発明による基地局の２つのベースバンド処理装置ＢＢ１及びＢＢ２が示され
ている。この２つのベースバンド処理装置ＢＢ１,ＢＢ２は、有利にはそれぞれ図２中に
示されている２つのモジュールＣＨＣとＫＯＮＺの組合わせで示されるモジュールである
。それによりこの種のベースバンド処理装置ＢＢ１，ＢＢ２では、図２に示されている従
来技法による２つのモジュールに分配されているベースバンド処理の全てが実施される。
このケースでは基地局の各ベースバンド処理装置ＢＢ１及びＢＢ２が共通の制御ユニット
に接続されている。この制御ユニットは、ＵＭＴＳにおいてＩｕbで表されるインターフ
ェースを介してＲＮＣ（Radio Network Controller）に接続されている。しかしながら前
記ベースバンド処理装置ＢＢ１及びＢＢ２は、ＣＰＲＩ仕様によるＲＥＣ(Radio Network
 Controller)とも称されるユニットであってもよい。これはそれぞれＩｕbインターフェ
ースを介してＲＮＣに接続されている。前述した２つのケースのうちの前者では、ユニッ
トＲＥＣが複数のベースバンド処理装置ＢＢ１及びＢＢ２からなっている。
【００２７】
　加入者局データは、送受信ユニットＲＥ１及びＲＥ２によって複数の加入者局へ伝送さ
れ、ないしはそれらから受信される。ＵＭＴＳでは、送受信ユニットＲＥ１，ＲＥ２がＵ
ｕと称されるインターフェースと無線を介して複数の加入者局と接続される。各送受信ユ
ニットＲＥ１ないしＲＥ２は、無線周波数ないし周波数帯域及び／又はセクタでの無線信
号の送信を担っている。２つのベースバンド処理装置ＢＢ１及びＢＢ２は、ＣＰＲＩタイ
プのインターフェースＣＰＲＩ２を介して送受信ユニットＲＥ１及びＲＥ２に接続されて
いる。図１に示されているものの他にもさらに付加的に又は代替的に、ＣＰＲＩタイプの
インターフェースＣＰＲＩ２を介して、ベースバンド処理装置ＢＢ１を送受信ユニットＲ
Ｅ２に接続させ、ベースバンド処理装置ＢＢ２を送受信ユニットＲＥ１に接続させること
も可能である。
【００２８】
　インターフェースＣＰＲＩ２を介してアップリンク方向、すなわちベースバンド処理装
置ＢＢ１ないしＢＢ２から送受信ユニットＲＥ１ないしＲＥ２への方向で、種々のタイプ
のデータが伝送されている。すなわち、・ＩＱデータの形態、すなわちベースバンド処理
に用いられ加入者局に送信すべきデジタル方式の有効データ及び／又はシグナリングデー
タの形態の複数の加入者局データ、・送受信ユニットＲＥ１及びＲＥ２の制御のためのコ
ントロールデータ、・送受信ユニットＲＥ１ないしＲＥ２の同期化のための同期データ、
などである。
受信方向においては、送受信ユニットＲＥ１及びＲＥ２によって受信された複数の加入者
局データがさらなる処理のためにインターフェースＣＰＲＩ２を介してベースバンド処理
装置ＢＢ１及びＢＢ２に伝送される。
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【００２９】
　本発明によれば、ＣＰＲＩタイプのインターフェースＣＰＲＩ１が、機能的に同じ２つ
のベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の接続のためにも用いられる。これによりベース
バンド処理装置ＢＢ１及びＢＢ２の対応するサブユニットが互いに直接通信できるように
なる。ここでは以下のタイプのデータが伝送可能である。すなわち、・複数の加入者局に
送信される、若しくは複数の加入者局から受信されたＩＱデータの形態の加入者局データ
、・例えば加入者局データの形態、ないしはベースバンド処理装置ＢＢ１，ＢＢ２の作動
及び／又は保守管理に係る制御データの形態の、ＲＮＣ及び／又はＯＭＣ（Operation an
d Maintenance Center）から受信されたデータ、・ＲＮＣないしＯＭＣから到来しない例
えばベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間のインターフェースＣＰＲＩ１の構成に用
いられる制御及び保守管理データ、例えばベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間で加
入者局データを交換するための情報、・ベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間の同期
化のための同期データなどである。
【００３０】
　それにより同じように定義された基地局内のＣＰＲＩインターフェースが２つの異なる
接続に使用される。すなわち一方では、機能的に異なるベースバンド処理装置ＢＢ１ない
しＢＢ２と送受信ユニットＲＥ１ないしＲＥ２の間の接続のために、そして他方では、機
能的に同じベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間の接続のために用いられる。それに
より、一方ではベースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２と送受信ユニットＲＥ１ないし
ＲＥ２の間の通信に対して、そして他方では、ベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間
の通信に対して、物理層では同じ伝送方式が使用でき、第２の層では同じ伝送プロトコル
が使用できる。それにより、ベースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２と送受信ユニット
ＲＥ１ないしＲＥ２の間の加入者局データに使用したのと同じ伝送プロトコルを用いて、
ベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間で加入者局データが伝送できるようになる。Ｒ
ＮＣから受信されベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間で交換されたデータは内容に
応じて、ベースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２と送受信ユニットＲＥ１ないしＲＥ２
の間の加入者局データないしコントロールデータに対して使用したのと同じ伝送プロトコ
ルを用いて伝送できるようになる。ＲＮＣから到来しない制御及び保守管理データは、ベ
ースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２と送受信ユニットＲＥ１ないしＲＥ２の間のコン
トロールデータに対して使用したのと同じ伝送プロトコルを用いてベースバンド処理装置
ＢＢ１とＢＢ２の間で伝送できるようになる。最後にベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ
２の間の同期化のための同期データに対しては、ベースバンド処理装置ＢＢ１及びＢＢ２
から送受信ユニットＲＥ１及びＲＥ２への送受信ユニットＲＥ１，ＲＥ２の同期化のため
の同期データの送信に使用したのと同じ伝送プロトコルを用いることが可能である。
【００３１】
　多数のベースバンド処理装置が存在する場合においてもそれぞれ２つのベースバンド処
理ＣＰＲＩインターフェースを介して相互に接続される。その場合は２つを除いて全ての
ベースバンド処理装置がそれぞれ２つのさらなるベースバンド処理装置と接続される。そ
れにより全てのベースバンド処理装置の間で複数のペア接続からなる連続した接続が存在
する。それにより基地局のハードウエアの任意の階層化が可能となる。そのため必要に応
じて付加的なベースバンド処理装置を挿入することが可能となる。この場合はこの付加的
ベースバンド処理装置は、ＣＰＲＩインターフェースを介して例えば他のベースバンド処
理装置に対し１つの接続部のみを有する最後に挿入されたベースバンド処理装置に接続さ
れる。この種の階層化は通常は例えば図２に示されているようなスター状の接続構造であ
り、そのため従来技法によれば、挿入可能なベースバンド処理装置の最大数に達する状況
が頻繁に生じていた。
【００３２】
　図１のベースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２がそれぞれ図２のモジュールＣＨＣと
ＫＯＮＺからなっているならば、図２によるベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の接続
は、独立モジュールＫＯＮＺの省略により基地局毎の所要モジュール数の低減を可能にさ
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せることにつながる。基地局に対する管理コストは通常は使用するモジュールの数と共に
アップするものなので、機能的に同じベースバンド処理装置間で１つのインターフェース
を利用することは、結果的に基地局運営時のコスト低減に結び付く。
【００３３】
　ベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間でのインターフェースＣＰＲＩ１の利用は、
送信前の周波数帯域の加入者局データの追加を可能にしており、その際にはベースバンド
処理装置ＢＢ１の加入者局データがインターフェースＣＰＲＩ１を介してベースバンド処
理装置ＢＢ２に伝送されるか若しくはベースバンド処理装置ＢＢ２の加入者局データがイ
ンターフェースＣＰＲＩ１を介してベースバンド処理装置ＢＢ１に伝送される。そのよう
なデータの追加を実施したベースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２は、追加された加入
者局データをインターフェースＣＰＲＩ２を介してそのつどの周波数帯域に対応する送受
信ユニットＲＥ１ないしＲＥ２に転送する。
【００３４】
　受信方向に関連してインターフェースＣＰＲＩ１を介した２つのベースバンド処理装置
ＢＢ１とＢＢ２の接続は、特に２つの送受信ユニットＲＥ１及びＲＥ２が同じ無線周波数
を使うそれぞれ異なるセクターを使用している場合に有利となる。２つの送受信ユニット
ＲＥ１及びＲＥ２が加入者局の加入者局データを受信すると、これらの２つの送受信ユニ
ットＲＥ１及びＲＥ２はそれぞれインターフェースＣＰＲＩ２を介して自身につながって
いるベースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２へ当該の加入者局データを転送する。さら
にこれらの加入者局データはベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の間のインターフェー
スＣＰＲＩ１を介してそれぞれ別のベースバンド処理装置ＢＢ１ないしＢＢ２に転送され
る。これにより受信した加入者局データの品質を高めるための、異なるセクターを介して
受信された加入者局データの結合が可能となる。
【００３５】
　ベースバンド処理装置ＢＢ１とＢＢ２の接続に対するインターフェースＣＰＲＩ１の利
用は、２つのベースバンド処理装置ＢＢ１，ＢＢ２が異なるネットワークプロバイダーに
所属している場合にも有利となる。例えば第１のネットワークプロバイダーが第１の周波
数帯域に対するライセンスを所有し、第２のネットワークプロバイダーは第２の周波数帯
域に対するライセンスを所有している場合、送受信ユニットＲＥ１及びＲＥ２はこれらの
２つのネットワークプロバイダーによって共同で使用され（サイトの共有/アンテナの共
有など）、その場合第１の送受信ユニットＲＥ１は両周波数と第１のセクターを使用し、
それに対して第２の送受信ユニットＲＥ２は両周波数と第２のセクターを使用する。残り
のネット側の装置はそれぞれ、２つのネットワークプロバイダーのうちのどちらかに所属
し、この場合は当該２つのネットワークプロバイダーの各々は、自身にライセンスされた
周波数に対応するベースバンド処理装置を所持する。第１のネットワークプロバイダーの
ベースバンド処理装置Ｂ１は、第１の送受信ユニットＲＥ１に接続され、第２のネットワ
ークプロバイダーのベースバンド処理装置Ｂ２は、第２の送受信ユニットＲＥ２に接続さ
れる。第１の周波数ないしは第２の周波数で送信されるべき種々の加入者局に対する加入
者局データは、送信前にインターフェースＣＰＲＩ１を用いてそれぞれ他のベースバンド
処理装置に転送されるため、これらの加入者局データは１つの周波数で同時に若しくは順
次連続して、異なるセクターに送信することが可能となる。相応のことは、異なるセクタ
ー内で受信される周波数の加入者局データの処理に対しても当てはまる。
【００３６】
　前述してきたような一方の機能的に同じモジュールともう一方の機能的に異なるモジュ
ールとの接続に対する同じ標準規格のインターフェースの多重的利用は、１つの装置の低
コストな実現を可能にする。なぜならインターフェースを大量生産で製造することができ
るからである。それにより製造コストが下がる。その上さらに機能的に同じモジュールと
機能的に異なるモジュールに対して同じソフトウエアを使用することが可能であるためソ
フトウエアに対する開発コストも低減できるようになる。
【００３７】
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　前述してきた手順は、２以上のベースバンド処理装置ＢＢ１，ＢＢ２のケースにおいて
も同じように適用することが可能である。そのようなケースでは各ベースバンド処理装置
がそれぞれ１つ若しくは２つの別のベースバンド処理装置に接続され、さらに１つ若しく
はそれ以上の送受信ユニットに接続される。しかしながらそれらのベースバンド処理装置
を互いにかみ合わせるように接続することも可能である。そのため例えば３つのベースバ
ンド処理装置が存在する場合、各ベースバンド処理装置が別の２つのベースバンド処理装
置に接続され得る。一般的には各ベースバンド処理装置は任意の数の別のベースバンド処
理装置に接続させることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明による基地局の部分図
【図２】従来技術による基地局の部分図

【図１】

【図２】
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